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日 曜 行 事

１９ 月 諸費等口座振替日(2･3年) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日(進課)

２０ 火 結核検診(1年,13:30～)

２１ 水 内科検診(２年,13:30～) (進課)

２２ 木 心電図検査(1年，該当者 13:00～)第１回国語小テスト第１回国語小テスト第１回国語小テスト第１回国語小テスト

野外研修(１年）・企業見学(２，３年）野外研修(１年）・企業見学(２，３年）野外研修(１年）・企業見学(２，３年）野外研修(１年）・企業見学(２，３年）２３ 金

２４ 土

２５ 日

２６ 月 １年LHR：ｹｰﾀｲ安全教室（体育館） ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日(進課)

２７ 火 検尿

２８ 水 検尿 内科検診(３年,13:30～) (進課)

ものづくり講習会（本校）ものづくり講習会（本校）ものづくり講習会（本校）ものづくり講習会（本校）２９ 木 昭和の日

３０ 金 (進課)
 

 

5月の主な行事（予定） 
 

        5/7 第 1回実力テスト（①文②理③工） 5/6～10,15 公開授業週間 

5/15 PTA 総会    5/18～21 中間考査 

 

５／６､７ トルコ共和国に遠征 ～ メカトロ部 ～ 
 先月卒業した長谷川優君と冨田将吾君に、トルコ共和国国民教育省から首都アンカラで開催

される「第４回全国学生トルコロボット・コンテスト」への招待状が届きました。２０１０年

は「トルコにおける日本年」です。トルコと日本の友好関係は１８９０年にトルコ親善使節団

を乗せたエルトゥールル号が和歌山県紀伊大島の沖合で座礁し、その船員達を島の人々が献身

的に助けたことから始まっており、今年はその節目の年で、多くの記念行事が予定されていま

す。この大会はトルコの学生のロボット技術の向上を目的としており、本校は日本の先進技術

を紹介するということで招待されました。二人は昨年の高校生ロボット相撲全国大会（11月）

と全日本ロボット相撲全国大会（１２月）の自立型の部で優勝したことにより選ばれました。

松村三津福、本行圭介の両顧問と現メカトロ部長の岸上尚哉君が同行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、以上の職員で学級担任を務めます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 
                    〒769-1689 観音寺市大野原町大野原 5537番地 
                    TEL (0875)52-3011   FAX (0875)52-3012 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kagawa-edu.jp/mitokh01/   E-mail mitokh01@kagawa-edu.jp 
連絡・お知らせ用 http://www.kagawa-edu.jp/mitokh02/（携帯電話からご覧になれます） 

 

「志」と「チャレンジ」「志」と「チャレンジ」「志」と「チャレンジ」「志」と「チャレンジ」            校 長  渡 邉  究 

        
 本校では、「ものづくりを通して人づく

り」を合言葉に、人にやさしい、役立つもの

づくり教育(三豊工ものづくり教育)を実践し

ています。校訓「事上錬磨」のもと、３つの

教育方針「確かな学力の育成」「健全な心身の

育成」「社会貢献力の育成」を掲げています。

今年度より３本目の柱を「社会貢献力の育成」

としました。これまでの国際的な視点に立ち

郷土や国を愛する心を育てることを含み、生

まれ育ち、生活している地域への誇りと愛着

を育むとともに、地域の発展や活性化に貢献

できる態度を育てようとするものです。これ

は、本校の「地域に根ざした専門高校」とし

ての姿勢を一層明確にしたものです。 

「志」とは、明確な目標とそれを実現する

ための意欲です。孔子は、『我、十有五にして

学に志す』と言っています。皆さんは、中学

校の時に「立志式」を行ったかもしれません。

１５歳をもって「志」を立てる年齢というこ

とで、中学校では実施しているところもあり

ます。また、青春は「自分探しの旅」である

と言います。自らの進路を切り開くには、自

分の興味・関心や適性を発見し、限りある人

生をいかに生きるのか、人生の目標を定める

ことが大切です。まずは、高校生活の目標、 

 

これから１０年の目標をもう一度しっかり見

つめ直してください。『志あるものは、事つい

になる』です。目標を立てれば、次は実践で

す。何事にも受け身ではなく、能動的に挑戦

していってほしいものです。挑戦をせず安易

な生活をむさぼるより、たとえ挑戦し失敗し

て挫けそうになっても、長い人生から見れば

そのほうが遥かにすばらしい経験を積んだと

言えます。新しい未来は、チャレンジするこ

とによって切り開かれます。三豊工生として

の自覚と誇りをもって、勉学に、スポーツに、

大いに自分の限界までチャレンジしてほしい

ものです。 

 

 機械 電気 電子 進学 

１年 
稲 岡  和 巳 
松 浦  秀 樹 

黒 川  直 樹 
山 本  勝 行 

山 地  修 司 
大 西  俊 二 

 
２年 

塩 見  卓 生 
石 川  英 俊 

増 田  剛 司 
和 田  裕 明 

前 川  正 勝 
三 宅  孝 佳 

３年 
松 村  三 津 福 
山 本  卓 

入 江  孝 彰 
小 野  秀 典 

本 行  圭 介 
細 川  悦 代 

野 口   正 
髙 木  友 絵 

平成２２年４月１６日 

No.No.No.No.６９６９６９６９    

香川県立三豊工業高等学校 



 
 本年度は、３名が退職し、６名が転出しました。 
４月６日に離任式が行われ、一人ひとりから挨拶をいただきました。

各先生方の本校での思い出や、愛情に溢れた胸に響くお言葉をいた

だきました。 
 また、４月８日には着任式が行われ、９名の職員を迎えました。 

 
 
 
 
 

 
 
 

         
退職・転出者 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

転入者 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

４月７日に入学式が行われました。入学を許可された１０５名が、すがすがしく式に

臨みました。校長式辞、ＰＴＡ会長祝辞の後、新入生を代表して電気科の宝田聖也君が

入学の宣誓をしました。 
また、４月８日には、上級生との対面式が行われました。上級生代表の生徒会長久保

貴大君と新入生代表の宝田君が、仲良く協力して高校生活を送ろうと友情の誓いを交わ

し、固い握手をしました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学式                    対面式 
 

４／９（金）新入生研修 
武道場で新入生研修がありました。学習、生活、保健、進路、教育相談、奨学金制度

など高校生活に必要な基本的事項について担当職員が説明をしました。新入生は、心構

えや校則およびサポート体制など本校の教育の全体像についての概要を知って、今後の

高校生活の具体的イメージをつかんだようでした。 
 

４／12（月）部活動紹介 
体育館で、新入生に対して部活動紹介がありました。各部の代表者は熱意を込めて紹

介をしました。また、演武や寸劇など工夫を凝らした部もあって、新入生は楽しみなが

ら聞くことができました。本校では、１・２年生は全員が部活動をするように指導して

おり、まだ部を決めていない生徒も各部の特徴を知ることができて、自分に適した部を

選ぶことができるものと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新入生研修                部活動紹介 

退 職 者 教 科 等 

古上 勝義 機 械 

相澤ちひろ 養 護 

石川 英雄 機 械 

転 出 者 教 科 等 新 任 校 等 

杖池  誠 教頭（数学） 多度津 

高橋 準子 家 庭 観音寺中央 

田村 諭司 国 語 高松一 

高橋 弘子 英 語 笠 田 

眞鍋 奈々 数 学 土 庄 

磯崎美奈子 事 務 出納局 

転 入 者 教 科 等 前 任 校 等 

織田 潤二 教頭（理科） 志 度 

矢野恵理子 国 語 善通寺養護 

豊浦 生江 家 庭 観音寺中央 

藤川 章代 養 護 笠 田 

稲岡 和巳 機 械 三重県四日市工業 

髙木 友絵 英 語 観音寺一 

富田 隆弘 数 学 飯 山 

野保 太紀 機 械 高松工芸 

今村加奈三 事 務 西部教育事務所 

 
ありがとうございました 

 
よろしくお願いします 


